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●�

現
在
の
会
員
登
録
数
は
。

　

現
在
、
会
員
数
は
１
８
４
名
（
男

１
２
９
名
、
女
55
名
）　
令
和
元
年
に
は
、

２
０
３
名
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
急

激
な
減
少
は
避
け
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

●�

年
齢
構
成
の
傾
向
は
。

　
約
７
割
が
70
歳
か
ら
79
歳
で
す
。
平
均

年
齢
は
75
・
７
歳
、
最
高
年
齢
は
、
86
歳

で
す
。平
均
年
齢
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、

60
歳
か
ら
入
会
で
き
ま
す
。

●�

依
頼
の
多
い
仕
事
や
割
り
振
り
は

ど
の
よ
う
に
？

　

や
っ
ぱ
り
、
草
刈
り
や
草
取
り
が
多

い
で
す
ね
。（
他
に
も
刃
物
研
ぎ
・
水
道

検
針
・
庁
舎
清
掃
・
ビ
ル
清
掃
・
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。）

　

割
り
振
り
は
、
入
会
面
談
の
時
に
希

望
を
聞
き
取
り
対
応
を
し
て
ま
す
。
希

望
通
り
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
仕
事
量
と
人
員
の
バ
ラ
ン

ス
は
釣
り
合
っ
て
ま
す
。

●�

人
材
確
保
で
の
工
夫
や
課
題
は
。

　

毎
月
第
１
と
第
３
木
曜
日
に
、
事
務

所
で
入
会
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

口
コ
ミ
で
入
会
さ
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
現
役
会
員
が
入
会
を
勧
め
る
と

安
心
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

●�
活
動
を
続
け
る
動
機
は
。

　

心
も
体
も
健
康
に
な
り
ま
す
。
孤
独

感
が
無
く
、
社
会
に
参
加
し
て
い
る
と

い
う
感
じ
で
す
ね
。
家
に
居
て
も
す
る

こ
と
は
な
い
し
、
生
き
が
い
・
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
し
、
何
か
目
的
が
あ
れ

第36回
シルバー人材センター
　今回は、働くことを通じて高
齢者の生きがいと健康づくりを
すすめ、活力ある社会づくりに
貢献するシルバー人材センター
の皆さんに話を伺いました。

「
生
き
が
い
」「
や
り
が
い
」

�
地
域
と
の
つ
な
が
り

特  集特  集
意見交換会

柿木 和己 さん　カブトの森受付

岩本 六子 さん　九大の森トイレ清掃
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ば
続
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
時
間
に
制

約
さ
れ
た
ほ
う
が
ガ
ン
バ
レ
る
ん
で
す
。

人
と
の
交
流
が
あ
り
仲
間
が
で
き
て
楽

し
い
で
す
よ
。

●�

活
動
を
通
し
て
感
じ
る
地
域
課
題

は
。

　
や
は
り
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
で
す
。

　

九
大
の
森
で
点
検
を
し
て
い
ま
す
が
、

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
ト
イ
レ
の
マ
ナ
ー

が
悪
い
で
す
ね
。

●�

外
国
人
向
け
の
案
内
板
等
は
あ
り

ま
す
か
。

　
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

●�

地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
立
場
か

ら
、
感
じ
る
こ
と
や
町
へ
の
想
い

は
。

　

篠
栗
町
は
森
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
の

で
、
林
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
は
。

　

企
業
誘
致
を
進
め
て
就
業
先
を
増
や

せ
ば
活
性
化
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

●�

今
後
、
町
や
議
会
と
連
携
し
て
い

き
た
い
と
感
じ
る
場
面
や
テ
ー
マ

は
あ
り
ま
す
か
。

　

町
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
行
政
説
明
会
を
各
地
域
で

実
施
し
て
ほ
し
い
。

　

仕
事
の
80
％
は
町
か
ら
の
発
注
で
、

今
後
、
民
間
へ
の
事
業
拡
大
を
考
え
て

い
る
の
で
、
連
携
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員

に
よ
る
自
主
・
自
立
・
共
同
・
共
助
を

基
本
理
念
と
し
、
会
員
１
人
ひ
と
り
が

豊
か
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
お
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
就
業
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上

の
方
が
仕
事
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
や

社
会
参
加
を
促
進
し
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山本 寛一 さん　オアシス篠栗清掃

田中 佐代子 さん　役場庁舎清掃

活躍しているシルバー人材センターの皆さん
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特別会計決算・公営企業会計決算 （百万円未満四捨五入　単位：円）

会　　　計
決　　算　　額 前　　年　　度

歳　入 歳　出 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 26億5800万 26億1400万 28億3800万 27億5800万

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5億3200万 5億2800万 4億7100万 4億6800万

会　　　計 区　分
決　　算　　額 前　　年　　度

収　入 支　出 収　入 支　出

水 道 事 業 会 計
収益的収入及び支出 6億3700万 5億5300万 6億3500万 5億2500万

資本的収入及び支出 2億2800万 4億1200万 2億200万 3億6000万

流域関連公共下水道事業会計
収益的収入及び支出 9億500万 8億5200万 9億600万 8億2700万

資本的収入及び支出 3億7100万 5億8300万 3億4500万 5億7400万

令和６年度  決算審査報告
一般会計・特別会計・公営企業会計 監査委員　石内　清之　今長谷　武和

　令和６年度各会計の歳入歳出決算書は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、その決算
計数は、関係諸帳票及び証憑書類と合致しており、正確であることを確認した。
　また、予算の執行又は事業の経営は、例月現金出納検査及び定期監査を通して主に審査した結果、
概ね経済的、効率的かつ効果的に行われていた。

一般会計歳出

会　　　計
決　　算　　額 前　　年　　度

歳　入 歳　出 歳　入 歳　出

一 般 会 計 140億5600万 134億5500万 118億300万 114億800万

令和６年度 決算認定令和６年度 決算認定

９９月定例会月定例会 　９月３日から９月17日まで、15日間の会期で開催しました。
　�総務建設常任委員会、予算・決算特別委員会において、町長提出

の条例案や補正予算、決算など計24議案を審査しました。
　各議案に対する賛否一覧を13ページに掲載しています。

（百万円未満四捨五入　単位：円）
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令和６年度の主な事業や成果

庁舎耐震工事に伴う多目的トイレ設置工事

たけのこ児童クラブ室新築工事

篠栗町ふるさと寄附金実績額

882万円

１億9594万円

（１万円未満四捨五入）

庁舎１階
西側に設置

多目的トイレ
の様子

ラッピングトラックでふるさと納税広告を実施
（R6ラッピングトラック製作 有幸運輸株式会社）

年　度 金　額 件　数
令和４年度 2億4218万円 19,613件
令和５年度 1億5083万円 10,269件
令和６年度 2億71万円 13,494件

勢門校区の放課後児童クラブにおける待機
児童が０になった。

春らんまんハイキング2025でお披露目
福岡⇔大阪間を走行中
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人　
　
事

委
員
会
委
員
を
再
任

篠
栗
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
47
・
48
号
）

　
松
本　
秀
治　
氏

　
村
嶋　
茂
則　
氏

　

令
和
７
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
再

任
さ
れ
た
。

篠
栗
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
49
号
）

　
田
熊　
裕
子　
氏

　

令
和
７
年
12
月
15
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
再
任
さ
れ
た
。

財
産
組
合
議
会
議
員
に
三
浦 

氏

糟
屋
郡
篠
栗
町
外
一
市
五
町
財
産
組
合
議
会

議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

�

（
選
挙
案
第
４
号
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
組
合
議
会
議
員
１
名
の
選
挙
は
指

名
推
選
に
よ
り
三
浦 

正 

氏
に
決
定

条　
　
例

18
歳
ま
で
入
院
自
己
負
担
無
し
に

子
育
て
支
援
施
策
に
伴
う
篠
栗
町
公
費
医
療

助
成
拡
充
に
係
る
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
50
号
）

　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
公
費
医
療
助
成
を
拡
充
す

る
た
め
、
関
係
条
例
の
整
備
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
。

　

主
な
内
容
は
、
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
と
し
、
入
院

自
己
負
担
な
し
、
入
院
外
５
０
０
円
／
月
と
そ
れ
ぞ
れ

変
更
と
な
っ
た
。（
乳
幼
児
は
、
従
来
通
り
、
入
院
・
入

院
外
と
も
に
自
己
負
担
な
し
）

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

国
民
保
護
協
議
会
を
設
置

篠
栗
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
51
号
）

　

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
国
民
保
護
協
議
会
を
設

置
す
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
53
号
）

　

国
民
保
護
協
議
会
委
員
の
報
酬
等
の
額
を
規
定
す
る

た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
。

　

問　

�

委
員
は
、
ど
の
よ
う
な
方
が
対
象
か
。

　

答　

�

自
衛
隊
、
警
察
、
福
岡
県
、
篠
栗
町
、
消
防
、

医
療
機
関
、
日
本
赤
十
字
社
、
電
力
会
社
、
電

話
会
社
の
各
職
員
。

全員賛成同意
指名
推選

全員賛成原案可決

全員賛成原案可決

全員賛成原案可決
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オ
ア
シ
ス
篠
栗
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
・
温
浴
施
設
廃
止

篠
栗
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
54
号
）

　

篠
栗
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
及
び
温
浴
施
設
の
廃
止
並
び
に
貸
室
の
一
部

を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す

る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
。

施
設
の
利
用　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

�

（
回
数
券
の
利
用
、
払
い
戻
し
も
同
日
ま
で
）

【
詳
細
・
関
連
記
事
】

　
一
般
会
計
補
正
予
算�

（
９
ペ
ー
ジ
）

　
オ
ア
シ
ス
篠
栗
温
浴
施
設
等
廃
止
に
つ
い
て

�

（
10
・
11
ペ
ー
ジ
）

そ 

の 

他

学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
更
新

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

〔
動
産
の
買
い
入
れ
（
小
中
学
校
１
人
１
台
端
末
購
入
）〕

�

（
議
案
第
57
号
）

　

令
和
２
年
度
以
降
に
整
備
し
た
児
童
生
徒
一
人
一
台

（
教
職
員
を
含
む
）
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
更
新
す
る
た
め

議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
。

取
得
す
る
財
産　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末　
３
０
７
５
台

契
約
金
額　
　
　
１
億
４
８
９
８
万
７
６
０
８
円

契
約
方
法　
　
　
随
契
契
約
（
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）

契 

約 

先　
　
　
株
式
会
社　
内
田
洋
行　
九
州
支
店

管
理
者
を
更
新

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
〔
篠
栗
町
立

児
童
館
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
〕

�

（
議
案
第
58
号
）

　

篠
栗
町
立
児
童
館
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定

管
理
が
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
エ
フ
コ
ー
プ
生

活
協
同
組
合
を
指
定
し
た
。

　
期
間
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
。

賛成討論
� 栗須 議員
　オアシス篠栗の温浴施設は、運用か
ら25年が経過し、施設の老朽化や機
能低下が進んでおり、継続するには大
規模な改修が必要である。
　また、利用者は少数に限定され、町
外利用者の方が多い状況にある。さら
に、人件費や原材料費の高騰により施
設運営における経費全体を押し上げて
いる。
　全国の自治体でも、同様の課題に直
面し廃止や用途変換が相次いでいる。
費用対効果が低く、区切りをつけると
きだと判断する。
　今後、子供から高齢者まで、明るく
交流できる「多世代拠点施設」として
生まれ変わることを期待し、賛成する。

� 太郎良 議員
　オアシス篠栗にある温浴施設は建築
からすでに25年が経過し老朽化が進
み、安全性や快適性を十分に確保する
ことが難しい状況にある。利用は町民
全体の1%未満にとどまり、維持管理
費や改修費は、町財政を圧迫しかねな
い。限られた資源を公平に活用する観
点からも、公共施設として存続を正当
化することは難しいと考える。
　今後は高齢者支援や子育て支援な
ど、地域住民の新たなニーズへの対応
が重要であり、財源を新しい福祉サー
ビスに振り向けることが、町民福祉の
向上につながると確信し、本議案に賛
成する。

� 崎山 議員
　町営温浴施設は町民の健康づくりや
交流の場として長年役割を果たしてき
たが、老朽化が著しく、改修には多大
な費用を要する状況である。利用は町
人口の0.4%にとどまり、半数が町外
からであることから、公共施設として
の公平性や費用対効果の点で現状維持
は困難である。高齢者支援や子育て支
援など多様な福祉ニーズに財源を振り
向け、新たな健康づくりや交流の機会
を整備することにより、より多くの町
民に恩恵を届けることが可能となる。
よって本議案に賛成する。

賛成多数原案可決

全員賛成原案可決
全員賛成原案可決
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請　
　
願

「
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
の
保
障
と

学
校
の
働
き
方
改
革
の
確
実
な
推
進
を
求
め

る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

�

（
請
願
１
号
）

請 

願 

者　
福
岡
県
教
職
員
組
合
粕
屋
支
部

　
　
　
　
　
篠
栗
中
分
会
長　
山
本　
千
利

紹
介
議
員　
浦
野　
雅
幸

　
　
　
　
　
横
山　
和
輝

（
概
要
）

　

持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
と
子
ど
も
達
の
ゆ
た
か
な

学
び
の
保
障
の
た
め
、
学
校
の
長
時
間
労
働
是
正
に
資

す
る
政
策
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
国
の
関
係
機
関
へ
の

意
見
提
出
を
求
め
ら
れ
た
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
結
果
、
議
会

に
意
見
書
案
第
１
号
と
し
て
提
出
、
全
員
賛
成
で
可
決

さ
れ
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　
な
お
、
請
願
に
つ
い
て
は
み
な
し
採
決
と
し
た
。

執
行
部
、
補
正
予
算
案

を
撤
回

令
和
７
年
度
篠
栗
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
65
号
）

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
４
１
４
７
万
７
０
０
０
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
５
４
億
９
２
１
１
万
５
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
の
承

認
を
求
め
ら
れ
た
。

　

審
査
の
中
で
、
地
域
の
食
と
居
場
所
づ
く
り
支
援
事
業
補

助
金
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
予
算
執
行
の
緊
急
性
の
認
識
、

補
助
団
体
数
の
調
査
不
備
や
、
活
動
内
容
に
対
す
る
規
定
に

つ
い
て
の
疑
義
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
補
助
金
の
交
付
の
是
非

に
つ
い
て
の
議
論
の
掘
り
下
げ
と
明
確
な
方
向
性
を
定
め
た

う
え
で
、
改
め
て
議
会
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

と
判
断
し
、
執
行
部
は
議
案
第
65
号
を
撤
回
し
た
。

問　

�

補
正
予
算
で
の
補
助
金
の
創
設
は
異
例
で
あ
り
、
緊
急

性
が
あ
る
よ
う
に
見
え
な
い
。

答　

�【
社
会
教
育
課
長
】　
今
年
５
月
に
３
つ
目
の
団
体
が
活

動
を
開
始
し
た
こ
と
か
ら
、
急
い
で
４
月
か
ら
支
援
支

給
し
た
い
。

問　

�

補
助
す
る
こ
と
自
体
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
も
と
も

と
補
助
金
は
な
か
っ
た
わ
け
で
、
今
す
ぐ
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
態
な
の
か
。

答　

�【
社
会
教
育
課
長
】　
団
体
か
ら
補
助
を
お
願
い
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
実
際
に
見
て
補
助
し

た
い
と
考
え
た
。

みなし採択
　　　　　　　　　　　 （議案46号、66号～ 68号）

会計別の補正予算額は下記のとおり。� 万円未満四捨五入

補正額 補正後予算額

一般会計 ７億3,118万円 154億9,112万円

国民健康保険特別会計 170万円 27億3,666万円

後期高齢者医療特別会計 613万円 ５億7,062万円

各会計補正予算

予　
　
算

撤回
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問　
�

３
団
体
以
外
に
も
食
事
を
出
し
て
い
る
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
複
数
あ
る
が
、
３
団
体
以
外
は
参
加
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

答　

�【
社
会
教
育
課
長
】　
今
、
確
認
で
き
て
い
る
の
は
、
３

団
体
プ
ラ
ス
１
団
体
分
は
計
上
し
て
い
る
。

問　

�

み
ん
な
が
平
等
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
調

整
し
て
、
来
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
て
は
。

答　

�【
社
会
教
育
課
長
】　
新
し
く
出
て
き
た
事
業
に
対
し
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
補
助
し
て
あ
げ
た
い
。

問　

�

事
業
主
体
は
町
民
だ
が
、
町
の
支
援
と
な
る
と
町
外
の

人
ま
で
と
い
う
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

答　

�【
社
会
教
育
課
長
】　
町
外
の
方
が
居
て
も
僅
か
な
額
の

補
助
な
の
で
認
め
る
。

意
見

　

�　
町
民
の
血
税
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
金
額

が
僅
か
だ
か
ら
い
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
問
題
で
は
な
い

し
、
思
い
や
気
持
ち
だ
け
で
補
助
を
決
め
る
も
の
で
も
な

い
。

町
長

　

�　

子
供
が
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
環
境
整
備
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
な
る
の
で
は
と
、提
案
し
た
が
、

一
部
の
こ
ど
も
食
堂
に
限
定
す
る
よ
う
な
提
案
と
な
っ
た

こ
と
、
年
度
当
初
に
遡
っ
て
交
付
す
る
理
由
や
ほ
か
の
補

助
を
受
け
て
い
る
団
体
へ
の
交
付
の
是
非
に
つ
い
て
、
議

論
の
掘
り
下
げ
が
足
り
ず
、
ご
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
判

断
し
た
。

　

�　
つ
い
て
は
、
要
綱
を
詳
細
に
つ
く
り
上
げ
、
明
確
な
方

向
性
を
固
め
た
上
で
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
て
ご
提

案
で
き
る
よ
う
、
再
度
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

　

�　

従
っ
て
、
該
当
す
る
予
算
１
０
０
万
円
を
減
額
し
て
、

再
度
補
正
予
算
案
を
提
出
し
た
い
。

補
正
予
算
案
の
再
提
出

令
和
７
年
度
篠
栗
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
68
号
）

　
執
行
部
は
、
撤
回
し
た
議
案
第
65
号
に
代
わ
り
、
地
域
の

食
と
居
場
所
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
１
０
０
万
円
を
除
い

て
、
新
た
に
議
案
第
68
号
を
提
案
し
た
。

　

内
容
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
４
０
４
７
万
７
０
０
０
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
５
４
億
９
１
１
１
万
５
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
で
、

議
会
は
、
そ
の
承
認
を
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
際
、
浦
野
議
員
よ
り
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗
の
温
浴
施
設

廃
止
後
の
具
体
的
内
容
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
等
を
理
由

に
、
大
浴
場
改
修
設
計
委
託
３
２
１
３
万
円
を
削
除
す
る

※�
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
た
が
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、
原
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
、
承

認
さ
れ
た
。

※
修
正
動
議
：
議
案
の
修
正
を
求
め
る
提
案
の
こ
と

賛成多数原案可決
反対討論

� 浦野 議員
　本議案には総合保健福祉センター運
営費に委託料として3213万3千円計
上されている。オアシス篠栗の温浴施
設を、子育て支援を中心とした新しい
交流拠点にする方針であり、そのため
の解体と新施設の設計委託料である。
　しかしながら、現段階では新しい交
流拠点の具体的な内容は決まっておら
ず、温浴施設の廃止すら周知されてい
ない。町民への施設廃止の周知ととも
に、新しい拠点の運用方針について意
見や要望を収集し、どの様な施設が最
も町民の福祉サービスになるのか決定
するべき。施設内容が確定して、やっ
と解体や設計を予算計上できるもの。

� 横山 議員
　温浴施設を廃止し、解体設計委託費
約3213万円が計上されている。
　理由として、存続するために、改修
費が高額になると説明があった。財源
を抑えるというそこだけ切り取って見
ればもっともらしいが、温浴施設は福
祉事業である。
　一方、篠栗北地区産業団地では、造
成事業で20億円以上と温浴施設を存
続するための費用の何倍以上もの赤字
を計上し、現在も多額の損失を出し続
けているにも拘わらず、何も問題提起
されていない。財政を問題視するなら
福祉事業の前に行わなければいけない
ことであり、温浴施設の継続が財政圧
迫の理由にはできない。

� 門馬 議員
　総合保健福祉センター大浴場は25
年間もの間親しまれ、町民の憩いの場
だが、老朽化を理由に取り壊し新施設
を建設する計画である。
　しかし、現時点で跡地利用の具体像
は示されておらず、再生費用に補助金
が使えるからと急ぎ、仮の空想の予算
で計上する事は、町民の声を軽視し、
議会の議論を形骸化させる危険もあ
る。
　大切なのは補助金の有無ではなく、
町民にとっての必要性であり、十分な
町民への周知と希望の声を拾い上げ、
議論と合意形成のうえで予算に諮るべ
き。
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問　�トレーニングルームは切り離して考えるべきでは。
答　�お風呂があるから使用するという方が多く、指定管理者に相談したが、単独で経営するのは難し

いとのことである。
問　�民間に切り替えた事例もあるが。
答　�公共営業の動向を調査し、データ収集した結果、廃止を判断した。
問　�サウナとシャワーに縮小してでも住民サービスを行うべきでは。
答　�見積りを取ったが、サウナだけの利用者数など試算し、営業は困難と判断した。
問　�廃止後の跡地利用は。
答　�オアシス篠栗の理念に立ち返り、子育て支援や高齢者の生きがいづくりなど全世代の交流の場と

して再生したい。

【予算特別委員会】温浴施設廃止後の設計委託費に関する補正予算審査Q＆A（抜粋）
問　�温浴施設廃止後の方向性は。
答　�子ども家庭センターの新設など、今回の委託料で設計案を作成したい。
問　�方向性も決まってないのに実施設計はできないのではないか。
答　�期間も含めて厳しいため、基本設計を作る中で、実施設計の前に皆様の意見を聞きたい。
問　�廃止後のことを決めたうえで廃止するべきではないか。
答　�粕屋保健福祉事務所から大規模改修ができない限り温浴施設は使えなくなるという指導を受けて

おり、廃止という判断をした。提案している予算の一部を生かしつつ、コンサルタントによる提
案も含めて、次の世代に見合うオアシス篠栗の在り方を示したい。

問　�温浴施設の廃止について、町民への周知はどのように行うのか。また、今後の施設に対する意見
や要望は聞く用意があるのか。

答　�広報やホームページなどを通じて周知する予定。住民説明会は行わない。窓口に来ていただいた
方の疑問にはお答えする。

問　�壊すときは周知しないのか。
答　�大浴場をこれ以上継続できないということについては、十分、議会の皆様にもご理解いただいて

いるという前提で進めており、このままずっと改修を続けて温浴施設を続けるということは難し
い。温浴施設の廃止に当たっては、理由をしっかり説明しなければならないと思う。

問　�新しい施設を設計するにあたっては、どのような人が集まって案を作るのか。
答　�住民意見の漏れがないような代表の方を選ぶなど、メンバーはこれから考える。

【過去の報告事項に対する意見】
■�レジオネラ菌の検出による２回の休業や設備が現在の基準に適合していないことが分かってい

る。保健所が許可できないとしているのは、まだリスクはあるからだと思われる。特にレジオネ
ラ菌の検出は、感染すると死亡のリスクがあり、施設の現状からみても看過できない。

■�トレーニングルームに関しては、介護予防事業に利用している実情もあり、契約形態を見直すこ
とで、存続の検討をすべきである。

■�オアシス篠栗は、福祉避難所として指定されているので、大浴場の廃止による代替として、小規
模の浴室、または、シャワールームなど、福祉避難所に見合う機能を備えるべきである。

■�廃止にあたっては、住民説明会を開催すべきである。
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　25年間、町民の健康と交流を支えてきた総合福祉センター「オアシス篠栗」が、老朽化や運営上の
課題により、転換期を迎えている。
　執行部からは、今後の持続可能な活用を見据え、修繕を重ねつつ耐用年数を超えて使用されてきた
温浴施設等廃止の方針と、温浴施設にとらわれない新たな福祉拠点の構築を目指す考えが議会に示さ
れた。委員会での説明、条例審査および補正予算審査を経て、トレーニングルームおよび温浴施設等
の廃止が正式に採択された。詳細は以下のとおり。

【文教厚生委員会】執行部からの報告説明の主な内容
◦ �利用者の減少：利用者数が減少し、有料利用者は町民のわずか0.4％。
◦ �運営費の増加：燃料・電気代や人件費の高騰などにより、今後さらに運営コストが増す見込み。
◦ �老朽化による改修負担：築25年以上が経過し、安全な運営継続には約6億円の大規模改修が必要。
◦ �コスト回収の入浴料試算：福祉施設として成立しない価格（一律1,210円）で現実的でないと判断。
◦ �他自治体の事例：福岡市、宇美町などで同様の施設が廃止・転用されている。
　�　町の説明では、運営や維持が困難となった背景についてデータに基づいて共有され、町全体の福

祉向上を図るためには方向転換が必要であることが示された。また、今後も条例の理念に基づき、
すべての世代が利用できる持続可能な施設として再構築していく必要性が示された。

【全員協議会】執行部より全議員へ委員会説明内容の共有

【文教厚生委員会】関連する条例審査Q＆A（抜粋）
問　�廃止を実施するにあたって町民の声は聞いたのか。
答　�令和５年度６年度の利用者アンケートには、施設の根本的な老朽化に起因する厳しい意見や改善

を望む声が年々増加していた。その町民の要望に応えるにも修繕では難しい。
問　�住民は続けて欲しいという話であるのに、廃止するというのは話が違うが。
答　�経費節減などで継続を模索したが、利用者が0.4％の施設に今後かかる費用を考えると公平的では

ないなど廃止は苦渋の決断でもあった。
問　�改修費用６億円の内訳は。
答　�ろ過機械設備更新や地下駐車場天井内配管更新、機械室内設備の更新、浴室天窓、浴槽、サウナ、

バイオマスボイラーなどの改修費用。

特集：オアシス篠栗温浴施設等廃止について

９月８日７月２日 ９月12･16日７月18日

９
月
定
例
会

採　
決

予
算
特
別
委
員
会

関
連
補
正
予
算
審
査

文
教
厚
生
委
員
会

関
連
条
例
審
査

９月17日

全
員
協
議
会

情
報
共
有

文
教
厚
生
委
員
会

報
告
説
明
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臨 

時 

会

　
（
７
月
18
日
）

災
害
測
量
設
計
業
務
委
託

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
専
決
第
８
号
）

〔
令
和
７
年
度
篠
栗
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
〕

�

（
議
案
第
43
号
）

　

令
和
７
年
６
月
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
る
災
害
の
復

旧
の
た
め
、
議
会
の
承
認
を
求
め
ら
れ
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
費
支
給

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
専
決
第
９
号
）

〔
令
和
７
年
度
篠
栗
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て
〕

�

（
議
案
第
44
号
）

　

こ
の
給
付
金
は
、
令
和
６
年
度
に
行
わ
れ
た
定
額
減

税
に
よ
り
十
分
な
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
方
に
対
し
て

給
付
さ
れ
た
調
整
給
付
の
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
る
場

合
に
追
加
で
給
付
を
行
う
た
め
、
議
会
の
承
認
を
求
め

ら
れ
た
。

産
業
団
地
法
面
を
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
45
号
）

　

豪
雨
に
よ
る
法
面
崩
壊
に
伴
う
改
修
工
事
を
行
う
た

め
の
契
約
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
。

契
約
の
相
手
方　
不
二
グ
ラ
ウ
ト
工
業
株
式
会
社

契
約
の
方
法　
　
指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　
　
　
９
１
２
４
万
６
０
０
円

糟
屋
地
区
議
長
協
議
会
表
彰
を
受
賞

　

町
議
会
議
員
と
し
て
の
長
年
の
功
績
を
称
え
、
古
屋

議
長
と
栗
須
議
員
に
糟
屋
地
区
議
長
協
議
会
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

栗須議員　　　　　　　　　古屋議長　

全員賛成原案承認
全員賛成原案承認

賛成多数可決事業用地２の法面２箇所の恒久対策工事

工事箇所

工
事
箇
所
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議 決 結 果 一 覧 表
議案 議　案　名 議決結果

７
月
臨
時
会

43 専決処分の承認を求めることについて（専決第８号）
〔令和７年度篠栗町一般会計補正予算（第２号）について〕

詳
細
は
P12
の
と
お
り

全員賛成原案承認

44 専決処分の承認を求めることについて（専決第９号）
〔令和７年度篠栗町一般会計補正予算（第３号）について〕 全員賛成原案承認

45 工事請負契約の締結について 賛成多数可決
（可８：否３　横山・浦野・門馬）

９　
　
　
　
　
月　
　
　
　
　
定　
　
　
　
　
例　
　
　
　
　
会

46 専決処分の承認を求めることについて（専決第11号）
〔令和７年度篠栗町一般会計補正予算（第４号）について〕

詳
細
は
P8

の
と
お
り

全員賛成原案承認

47 篠栗町固定資産評価審査委員会委員の選任について 詳
細
は
P6
の
と
お
り

全員賛成同意
48 篠栗町固定資産評価審査委員会委員の選任について 全員賛成同意
49 篠栗町教育委員会委員の任命について 全員賛成同意

50 子育て支援施策に伴う篠栗町公費医療助成拡充に係る関係条例の整
備に関する条例の制定について 全員賛成原案可決

51 篠栗町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決
52 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

53 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

詳
細
は
P6

の
と
お
り

全員賛成原案可決

54 篠栗町総合保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

詳
細
は
P10
・

11
の
と
お
り

賛成多数原案可決
（可７：否４　今長谷・横山・浦野・門馬）

55 篠栗町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決
56 篠栗町水道法施行条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成原案可決

57 財産の取得について
〔動産の買い入れ（小中学校１人１台端末購入）〕 詳

細
は
P7

の
と
お
り

全員賛成原案可決

58 指定管理者の指定について
〔篠栗町立児童館及び放課後児童クラブ〕 全員賛成原案可決

59 訴えの提起について
〔建物明渡等請求事件〕 全員賛成原案可決

60 令和６年度　篠栗町一般会計歳入歳出決算の認定について

詳
細
は
P4
の
と
お
り

全員賛成認定

61 令和６年度　篠栗町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 全員賛成認定

62 令和６年度　篠栗町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 全員賛成認定

63 令和６年度　篠栗町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につ
いて 全員賛成認定

64 令和６年度　篠栗町流域関連公共下水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について 全員賛成認定

65 令和７年度　篠栗町一般会計補正予算（第５号）について
詳
細
は
P8

の
と
お
り

撤　回

66 令和７年度　篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ
いて

詳
細
は
P8
・
P9
の
と
お
り

全員賛成原案可決

67 令和７年度　篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に
ついて 全員賛成原案可決

68 令和７年度　篠栗町一般会計補正予算（第５号）について 賛成多数原案可決
（可８：否３　横山・浦野・門馬）

選挙案
第４号 糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会議員の選挙について

詳
細
は
P6

の
と
お
り

指名推選　三浦　正氏

意見書案
第１号

子どもたちのゆたかな学びの保障と学校の働き方改革の確実な推進
を求める意見書 詳

細
は
P8

の
と
お
り

全員賛成原案可決

請願１号 「子どもたちのゆたかな学びの保障と学校の働き方改革の確実な推進
を求める意見書」の採択を求める請願書 ※みなし採択

※�みなし採択　同様の案件（議案や請願）が先に採択された場合、採決をしないこと
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１．荒牧　泰範　議員………………………………………… 15
・町の状況、この10年の検証は

２．崎山　佐穂　議員………………………………………… 16
・リチウムイオン電池の回収場所の増設を

３．吉本　文枝　議員………………………………………… 17
・公共施設トイレの洋式化を

４．横山　和輝　議員………………………………………… 18
・町民体育館、武道館を廃止するのか
・やり取りを口頭のみで行った結果、過去に「撤退」となったが

５．栗須　信治　議員………………………………………… 19
・部活動改革の方向性は

一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政策
方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。
　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。
　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。
議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・
各公民分館および町ホームページで閲覧できます。５

人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?
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平
成
25
年
の
決
算
統
計
資
料
を
見

て
現
在
と
比
較
す
る
と
、
財
政
力
指

数
は
０・
５
０
２
か
ら
０・
６
を
超

え
、
実
質
公
債
費
比
率
は
７・
１
か

ら
６
以
下
と
な
り
積
立
金
現
在
高
も

30
億
円
弱
か
ら
10
億
円
ほ
ど
積
み
増

し
さ
れ
た
。
現
債
高
倍
率
も
１
・
23

か
ら
１
を
切
る
水
準
に
な
っ
て
お

り
、
概
ね
健
全
な
財
政
状
況
に
向

か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
３
点

気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
お
尋

ね
す
る
。

問
　
普
通
建
設
事
業
費
に
お
い
て
補
助

事
業
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
単
独
事
業
費
が
大
き

く
増
額
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
各
施
設
の
長
寿
命
化
に
莫
大
な
予

算
が
必
要
と
な
る
が
、
財
政
的
に
見

通
し
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

答
【
財
政
課
長
】

　
普
通
建
設
事
業
は
国
県
補
助
事
業

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
交
付
税
措

置
の
あ
る
起
債
を
利
用
し
、
支
出
を

抑
え
て
来
た
。

　
令
和
６
年
度
は
北
地
区
産
業
団
地

用
地
の
買
戻
し
売
却
を
除
け
ば
、
一

般
財
源
支
出
は
３
億
９
千
万
円
で
、

平
成
28
年
度
以
降
は
計
画
的
運
営
と

思
う
。

　
一
般
財
源
支
出
を
一
定
範
囲
に
設

定
し
、
投
資
を
進
め
将
来
に
過
度
な

財
政
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
努
め
る
。

問
　
地
方
交
付
税
が
微
減
で
、
そ
の
要

因
が
基
準
財
政
収
入
額
の
増
加
に
よ

る
も
の
な
ら
問
題
な
い
が
、
他
の
原

因
は
な
い
の
か
。

答
【
財
政
課
長
】

　
交
付
税
算
定
は
需
要
額
の
変
動
や

制
度
改
正
の
影
響
を
受
け
た
た
め
、

単
純
に
は
評
価
で
き
な
い
。

　
毎
年
度
、
需
要
面
・
収
入
面
・
制

度
面
の
３
つ
の
側
面
か
ら
要
因
を
丁

寧
に
分
析
し
、
歳
出
抑
制
や
安
定
的

な
税
収
確
保
の
取
り
組
み
に
反
映
し

て
い
る
。

問
　
そ
し
て
何
よ
り
一
番
心
配
な
こ
と

が
、
人
口
減
少
に
悩
む
日
本
に
お
い

て
、
唯
一
元
気
な
エ
リ
ア
で
あ
る
福

岡
都
市
圏
に
あ
り
な
が
ら
、
人
口
が

全
く
の
横
ば
い
で
あ
る
が
、
策
を
講

じ
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
令
和
２
年
ま
で
の
10
年
間
の
人
口

は
３
万
１
５
０
０
人
ほ
ど
を
上
下
推

移
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
減
少
し
、

令
和
６
年
は
３
万
１
２
６
５
人
で
、

近
年
の
住
宅
地
価
格
上
昇
が
主
な
原

因
と
思
う
。

　
全
国
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
人
口
増
加
も
大
事
な

こ
と
で
、
新
規
事
業
展
開
や
町
の
Ｐ

Ｒ
活
動
等
に
力
を
注
い
で
い
き
た

い
。

町の状況、この10年の検証は
町長「�これから町の可能性に
� 期待感を持っている」

荒
あら

牧
まき

 泰
やす

範
のり 録画配信
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問
　
全
国
で
誤
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
火
災
が
増

加
し
て
い
る
。	

　

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
や
ハ
ン

デ
ィ
フ
ァ
ン
な
ど
身
近
な
製
品
に
使

用
さ
れ
て
い
る
一
方
、
廃
棄
方
法
を

誤
る
と
重
大
な
火
災
リ
ス
ク
を
伴

う
。
関
係
者
の
命
は
も
ち
ろ
ん
、
施

設
の
復
旧
費
用
や
時
間
を
考
え
る
と

大
き
な
損
失
と
な
る
。
町
民
へ
の
周

知
、
安
全
教
育
、
回
収
場
所
の
利
便

性
向
上
を
組
み
合
わ
せ
、
火
災
を
防

ぐ
体
制
が
必
要
で
あ
る
が
。

答
【
町
長
】

　

４
月
に
環
境
省
か
ら
通
知
が
あ

り
、
市
町
村
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
す
べ
て
の
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
等
の

回
収
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
須
恵
町
外
二
ヶ
町
清
掃
施
設
組

合
に
お
い
て
も
、
５
町
に
対
し
次
回

の
会
議
で
具
体
的
な
指
針
を
作
っ
て

適
切
に
処
理
す
る
よ
う
注
意
喚
起
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
町
民
へ
の
分
か
り
や
す
い
周
知
方

法
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
現
在
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口

で
の
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
多
く
の
製
品
に
内
蔵
さ
れ

認
識
し
づ
ら
い
た
め
、
今
後
は
、
製

品
を
絵
や
写
真
で
示
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
よ
り
分
か
り
や

す
い
周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
回
収
拠
点
を
町
内
に
は
増
設
で
き

な
い
か
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
設
置
に
は
保
管
方
法
や
消
炎
設
備

の
検
討
が
必
要
で
、
保
管
場
所
も
限

ら
れ
る
た
め
受
け
入
れ
量
の
調
整
が

必
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
役
場
や
公

共
施
設
で
の
設
置
を
検
討
し
て
い

く
。

問
　
消
防
団
員
へ
の
教
育
は
。

答
【
総
務
課
長
】

　

消
火
活
動
は
、「
火
花
や
煙
が
激

し
い
場
合
は
近
寄
ら
な
い
」、「
勢
い

が
収
ま
っ
た
ら
水
や
消
火
器
で
消

化
」、「
消
火
後
は
可
能
な
ら
水
没
」

と
い
う
手
順
が
周
知
さ
れ
て
い
る
。

「
衝
撃
を
与
え
な
い
。分
解
し
な
い
」、

「
高
温
を
避
け
る
」、「
処
分
時
は
分

別
を
確
認
」
な
ど
、
発
火
防
止
の
啓

発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

リチウムイオン電池の
� 回収場所の増設を
都市整備課長「まずは、公共施設での
� 設置を検討していく」

崎
さき

山
やま

 佐
さ

穂
ほ

問
　
消
火
活
動
の
学
び
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
は
。

答
【
総
務
課
長
】

　
現
在
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
に
限
っ
た

指
導
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
話

し
て
い
く
。

問
　
ご
み
収
集
作
業
員
や
処
理
施
設
職

員
へ
の
安
全
教
育
は
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
収
集
運
搬
中
の
疑
義
や
事
故
は
都

度
協
議
し
、
安
全
に
努
め
て
い
る
。

処
理
施
設
職
員
は
一
部
事
務
組
合
の

所
管
だ
が
、
町
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
正
し
い
分
別
方
法
を
啓
発
し
て
い

る
。
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問
　
安
全
面
・
健
康
面
・
衛
生
面
・
災

害
時
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
ト
イ

レ
の
在
り
方
は
重
要
だ
。
公
園
や
児

童
館
、
学
校
、
体
育
館
な
ど
、
い
ま

だ
和
式
ト
イ
レ
が
多
く
残
っ
て
い

る
。
高
齢
者
や
足
腰
に
不
安
が
あ
る

方
、
小
さ
な
子
供
が
い
る
保
護
者
、

妊
婦
に
と
っ
て
利
用
し
づ
ら
く
、
外

国
人
に
と
っ
て
も
不
便
で
あ
る
。
公

共
施
設
の
ト
イ
レ
環
境
は
、
全
て
の

人
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
も
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

答
【
町
長
】

　
公
共
施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
は

安
心
安
全
に
配
慮
し
た
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
整
備
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は

認
識
し
て
い
る
。

問
　
公
共
施
設
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
整

備
状
況
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
小
学
校
は
81
・
３
％
。
中
学
校
は

32
・
７
％
。

答
【
子
ど
も
育
成
課
長
】

　
児
童
館
は
、
81
・
３
％
。

答
【
社
会
教
育
課
長
】

　
社
会
教
育
施
設
は
、
１
０
０
％
。

社
会
体
育
施
設
は
、
41
％
。

　
カ
ブ
ト
の
森
公
園
の
太
祖
宮
横
の

ト
イ
レ
・
武
道
館
・
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
洋
式
ト
イ
レ
は
無
い
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
都
市
公
園
は
、
カ
ブ
ト
の
森
運
動

公
園
を
除
い
て
、全
て
和
式
ト
イ
レ
。

問
　
洋
式
化
を
含
む
ト
イ
レ
改
修
の
今

後
の
計
画
と
国
や
県
の
補
助
制
度
活

用
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
令
和
７
年
度
は
勢
門
小
学
校
と
北

勢
門
小
学
校
の
体
育
館
の
改
修
に
あ

わ
せ
す
べ
て
洋
式
便
器
に
更
新
し
、

多
目
的
ト
イ
レ
を
１
基
ず
つ
増
設
す

る
。
改
修
が
必
要
な
際
に
、
順
次
洋

式
化
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
際
、
事

業
費
の
３
分
の
１
の
補
助
を
受
け
ら

れ
る
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を

活
用
す
る
。

答
【
こ
ど
も
育
成
課
長
】

　

３
児
童
館
の
老
朽
化
に
対
応
し
て

計
画
的
に
改
修
工
事
を
進
め
、
利
用

者
や
指
定
管
理
者
の
意
見
を
聞
き
、

維
持
補
修
全
般
に
係
る
補
助
金
の
中

で
洋
式
化
を
検
討
す
る
。

答
【
社
会
教
育
課
長
】

　
故
障
時
に
順
次
洋
式
化
す
る
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　

都
市
公
園
や
観
光
ト
イ
レ
な
ど

は
、
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
の
た

め
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
と
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
改
修
に
リ
ー
ス
事
業

を
適
用
し
、
併
せ
て
改
修
の
可
能
性

を
検
討
す
る
。

問
　
学
校
の
改
修
予
定
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
各
校
の
改
修
計
画
は
、
長
寿
命
化

計
画
等
に
の
っ
と
っ
て
行
っ
て
い

る
。
順
次
進
め
て
い
く
。

問
　
改
修
工
事
前
に
ト
イ
レ
の
に
お
い

対
策
は
で
き
な
い
か
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
改
修
時
に
コ
ン
サ
ル
等
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、改
善
し
て
い
き
た
い
。

公共施設トイレの洋式化を

担当課長「計画的に整備する」

吉
よし

本
もと

 文
ふみ

枝
え 録画配信
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早
め
の
改
修
と
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に
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お
い
対

策
を
要
望
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る
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問
　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
よ

り
「
町
民
体
育
館
と
武
道
館
は
存
続

を
含
め
、方
向
性
を
定
め
た
い
」
と
、

町
民
体
育
館
と
武
道
館
を
廃
止
す
る

と
も
思
え
る
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た

の
で
、
質
問
す
る
。

　
町
民
体
育
館
、
武
道
館
の
年
間
利

用
人
数
及
び
、
使
用
状
況
は
。

答
【
社
会
教
育
課
長
】

　
令
和
６
年
度
は
、町
民
体
育
館
４
万 

１
９
２
人
、武
道
館
２
万
２
４
６
３
人
。

　
町
民
体
育
館
は
15
の
定
期
利
用
団

体
の
ほ
か
、
行
政
区
の
球
技
・
軽
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
避
難
所
、
選
挙
時
に

は
投
票
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
武

道
館
は
五
つ
の
定
期
利
用
団
体
に
加

え
、
篠
栗
町
中
学
校
や
地
域
ク
ラ
ブ

で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問
　
多
く
の
利
用
者
が
い
る
中
、保
守・

改
修
工
事
の
計
画
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
近
年
の
猛
暑
に
よ
る
熱
中

症
対
策
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
取
付

け
な
ど
の
空
調
設
備
工
事
を
行
う
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
【
社
会
教
育
課
長
】

　
今
年
度
、
策
定
予
定
の
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
や
個
別
施
設
計
画

に
基
づ
き
、
検
討
し
て
い
く
。

問
　
検
討
で
は
な
く
、
補
修
・
改
修
し
、

長
く
使
用
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

そ
れ
と
も
廃
止
す
る
考
え
な
の
か
。

答
【
町
長
】

　
管
理
計
画
・
個
別
計
画
に
基
づ
い

て
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

町民体育館、武道館を
� 廃止するのか
町長「管理計画・個別計画に
� 基づいて対応したい」

横
よこ

山
やま

 和
かず

輝
き

問
　
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
の
未
進
出

企
業
で
あ
る
久
原
本
家
と
は
、
土
地

の
売
買
か
ら
２
年
以
内
に
操
業
開
始

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。
既
に
３
年

以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
町
の
対

応
は
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
や
物
流
の
滞
り
、
物
価
高
の
影
響

に
よ
り
、
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と

な
り
、協
定
書
変
更
の
覚
書
を
結
び
、

操
業
開
始
期
間
を
３
年
延
ば
し
た
令

和
８
年
３
月
18
日
ま
で
と
し
た
。

問
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
言
う
が
、
延
期

を
承
諾
す
る
際
に
、
企
業
か
ら
の
財

務
諸
表
な
ど
の
何
を
確
認
し
た
の

か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
明
細
等
、
そ
う
い
っ
た
会
計
処
理

の
部
分
は
見
て
い
な
い
。

　
口
頭
で
の
話
し
と
、
社
会
情
勢
を

勘
案
し
、
期
間
の
延
長
と
覚
書
の
締

結
と
い
う
形
を
と
っ
た
。

問
　
企
業
の
状
態
を
確
認
せ
ず
、
口
頭

で
や
り
取
り
を
す
る
の
が
行
政
の
や

り
方
な
の
か
。
そ
の
結
果
、
過
去
に

２
社
撤
退
と
い
う
無
様
な
結
果
に

な
っ
た
の
だ
が
。

答
【
町
長
】

　
ま
た
、
前
回
の
よ
う
な
轍
を
踏
む

よ
う
な
こ
と
は
全
く
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

や
り
取
り
を
口
頭
の
み
で
行
っ
た
結
果
、

過
去
に「
撤
退
」と
な
っ
た
が

町
長
「
同
じ
轍
は
踏
ま
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
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文
部
科
学
省
は
、
少
子
化
へ
の

対
応
や
教
員
の
負
担
軽
減
を
目
的

に
、
令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

を
「
改
革
推
進
期
間
」
と
位
置
づ
け
、

部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
。

　
本
町
お
い
て
も
、
令
和
５
年
度
よ

り
「
地
域
部
活
動
準
備
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
、
学
校
や
関
係
団
体
、
保

護
者
を
交
え
た
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

問
　
試
験
的
運
用
ま
で
の
経
緯
と
部
活

動
改
革
の
方
向
性
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
先
進
地
視
察
や
準
備
委
員
会
で
協

議
し
、
指
導
者
が
複
数
存
在
し
、
指

導
実
績
の
あ
る
陸
上
部
や
柔
道
部
で

試
験
的
運
用
を
始
め
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
13
年

度
ま
で
が　
「
改
革
実
行
期
間
」
と

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、「
平

日
は
学
校
」、「
休
日
は
地
域
」
で
運

営
す
る
方
針
で
あ
る
。
引
き
続
き
、

国
の
動
向
を
迅
速
に
把
握
し
、
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
部
活
動
運

営
体
制
の
整
備
と
、
持
続
可
能
な
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
連
絡
調
整

窓
口
の
設
置
が
必
要
で
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　

設
置
は
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、

連
絡
調
整
窓
口
を
「
学
校
教
育
課
」

内
に
設
置
し
、
部
活
動
に
精
通
し
た

退
職
教
職
員
を
配
置
す
る
考
え
で
あ

る
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
令
和
５
年
度
に
、
生
徒
・
保
護
者

や
顧
問
教
職
員
に
は
２
回
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
併
せ
て
実
施
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
生
徒
・
保
護
者
に
は
、「
部
活

動
に
対
す
る
期
待
」な
ど
。
結
果
は
、

「
専
門
的
な
指
導
を
受
け
た
い
」、「
友

人
と
楽
し
く
活
動
し
た
い
」
な
ど
。

教
職
員
に
は
、「
や
り
が
い
」「
負
担
」

に
つ
い
て
調
査
。
結
果
は
、
７
割
以

上
が
「
や
り
が
い
」
を
感
じ
て
お
り
、

「
負
担
」
で
は
、
休
日
の
指
導
や
授

業
準
備
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
今

後
も
必
要
に
応
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
。

問
　
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
導
入
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
社
会
教
育
課
や
関
係
各
課
と
連
携

し
、
教
育
的
価
値
や
施
設
・
用
具
な

ど
の
要
件
を
加
味
し
な
が
ら
、
多
様

な
活
動
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
議
論
し

た
い
。

問
　
子
供
た
ち
の
希
望
や
関
心
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
小
中
学
校
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
等
を
開
催
し
て
は
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
生
徒
会
役
員
や
部
活
動
キ
ャ
プ
テ

ン
会
と
の
協
議
を
通
じ
て
、
意
見
交

換
の
場
を
作
れ
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

部活動改革の方向性は
学校教育課長「まずは、『平日は学校』、
� 『休日は地域』で運営」

栗
くり

須
す

 信
のぶ

治
はる 録画配信
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福
岡
県
議
会
主
催
研
修

ホ
テ
ル
日
航
福
岡

「�

議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
の

た
め
の
議
会
研
修
」

�
（
令
和
７
年
７
月
９
日
）

参
加
者
：

　

�

古
屋
議
長
・
村
瀨
副
議
長
・
荒
牧
・

栗
須
・
品
川
・
太
郎
良
・
崎
山

　

多
様
な
立
場
の
方
と
関
わ
り
、
発
言

や
ふ
る
ま
い
が
影
響
を
持
つ
議
員
だ
か

ら
こ
そ
、
自
ら
の
言
動
を
省
み
る
機
会

と
し
、
今
後
も
議
会
全
体
の
課
題
と
し

て
継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
。

市
町
村
議
会　
議
員
研
修

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究
所

「�

地
方
議
員
の
た
め
の
政
策
法
務 

〜
政
策
実
現
の
た
め
の
条
例
提
案
に
向
け
て
～
」

�

（
令
和
７
年
８
月
18
日
～
20
日
）

参
加
者
：�

崎
山

　
研
修
で
は
条
例
立
案
の
手
法
を
学
び
、

演
習
で
は
議
会
基
本
条
例
の
素
案
を
作

成
。
議
会
運
営
の
あ
り
方
や
住
民
参
加

の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

市
町
村
議
会
一
期
目
議
員
研
修

福
岡
県
自
治
会
館

「�

対
話
す
る
議
会
・
議
員
」
を
目
指
し
て 

　

 

～�

住
民
と
の
意
見
交
換
会
で
の 

「SO
U

N
D

O

カ
ー
ド
」
の
活
用
法
～
」

�

（
令
和
７
年
８
月
21
日
）

参
加
者
：

　

�

太
郎
良
・
門
馬
・
吉
本
・
浦
野
・
崎
山

　

意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
の
意
見
を
引
き
出
し
、
安
心

し
て
発
言
で
き
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
有
効
で
あ
り
、
実
際
に
活
用
す
る
こ

と
で
多
様
な
意
見
を
共
有
し
、
効
果
が

期
待
で
き
る
と
感
じ
た
。

議
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

篠
栗
町
役
場

「�

議
員
と
は
何
か
・
議
会
の
在
り
方
」

「�

議
員
活
動
の
発
信
と
注
意
す
べ
き
こ
と
」

「�

議
員
・
議
会
の
組
織
と
し
て
の
認
識

の
強
化
」

�

（
令
和
７
年
８
月
28
日
）

講
師
：
帖
佐　
直
美　
氏
（
弁
護
士
）

参
加
者
：
全
議
員

　

議
員
の
良
識
、
議
会
内
外
で
の
言
葉

使
い
や
注
意
点
、
名
誉
棄
損
、
侮
辱
に

関
す
る
内
容
な
ど
を
具
体
的
な
事
例
と

と
も
に
詳
細
か
つ
分
か
り
や
す
く
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
研
修
を
議
員
活
動
、
議
会
活
動

に
活
か
し
、
よ
り
良
い
議
会
と
な
る
よ

う
努
め
た
い
。

町
村
議
会
・
常
任
・
議
会
運
営
委
員
長
・

副
委
員
長
研
修
会

福
岡
国
際
会
議
場

「�

委
員
会
の
役
割
と
進
め
方
に
つ
い
て
」

�

（
令
和
７
年
８
月
27
日
）

参
加
者
：

　

�

栗
須
・
品
川
・
太
郎
良
・
吉
本
・
浦
野
・

村
瀨
副
議
長

　

議
会
に
お
け
る
常
任
委
員
会
の
役
割

に
つ
い
て
講
習
を
受
け
、
改
め
て
重
要

性
を
認
識
し
た
。
ま
た
委
員
会
内
で
の

議
論
を
深
め
、
政
策
提
言
や
条
例
提
案

な
ど
行
政
上
の
課
題
解
決
に
も
繋
げ
て

い
き
た
い
。
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議
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

篠
栗
町
役
場

「�

議
員
と
は
何
か
・
議
会
の
在
り
方
」

「�

議
員
活
動
の
発
信
と
注
意
す
べ
き
こ
と
」

「�

議
員
・
議
会
の
組
織
と
し
て
の
認
識

の
強
化
」

�

（
令
和
７
年
８
月
28
日
）

講
師
：
帖
佐　
直
美　
氏
（
弁
護
士
）

参
加
者
：
全
議
員

　

議
員
の
良
識
、
議
会
内
外
で
の
言
葉

使
い
や
注
意
点
、
名
誉
棄
損
、
侮
辱
に

関
す
る
内
容
な
ど
を
具
体
的
な
事
例
と

と
も
に
詳
細
か
つ
分
か
り
や
す
く
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
研
修
を
議
員
活
動
、
議
会
活
動

に
活
か
し
、
よ
り
良
い
議
会
と
な
る
よ

う
努
め
た
い
。

主な議会活動報告  令和７年７月～９月主な議会活動報告  令和７年７月～９月
会　議　名（事件内容） 出　席　者

７月
１日 広報広聴委員会 品川委員長・浦野副委員長・村瀨・栗須・太郎良・吉本
２日 文教厚生常任委員会 吉本委員長・太郎良副委員長・今長谷・栗須・門馬・古屋議長
６日 若杉山山開き 全議員
７日 糟屋地区副議長会（粕屋町役場） 村瀨副議長
８日 糟屋郡町監査委員　総会・研修会 今長谷監査委員

９日 多々良川水系改修事業促進協議会総会（福岡サンパレス） 古屋議長
議会関係ハラスメント根絶のための議員研修（ホテル日航福岡） 古屋議長・村瀨副議長・荒牧・栗須・品川・太郎良・崎山

10日 糟屋地区議長協議会（志免町役場） 古屋議長
広報広聴委員会 品川委員長・浦野副委員長・村瀨・栗須・太郎良・吉本

11日 議会運営委員会 古屋議長・村瀨副議長・品川・栗須・荒牧・今長谷・吉本
12日 篠栗祇園夏まつり　篠栗中学校吹奏楽部パレード 古屋議長
14日 主要道筑紫野古賀線道建設促進期成会総会（福岡サンパレス） 古屋議長
15日 介護保険広域連合粕屋支部運営委員会（糟屋郡自治会館） 古屋議長・荒牧

16日 福岡都市高速道路整備促進期成会総会（福岡サンパレス） 古屋議長
多々良川流域下水道促進協議会（多々良川浄化センター） 古屋議長

18日 ７月臨時会 全議員
全員協議会 全議員

23日 福岡都市圏議長会総会（アークロイヤルホテル福岡天神） 古屋議長

24日 令和６年度工事箇所調査 全議員
基山町議会視察対応 古屋議長・村瀨副議長・栗須・品川

25日 例月現金出納検査（令和７年度６月分） 今長谷監査委員
26日 介護保険広域連合　例月出納検査（福岡県自治会館） 荒牧
31日 福岡県介護保険広域連合議会定例会（福岡県自治会館） 荒牧

31日～１日 筑豊横断道路建設促進期成会国土交通省及び福岡県選出国会議員等への要望活動（東京） 古屋議長
８月

４日 広報広聴委員会　意見交換会 荒牧・栗須・浦野・崎山
６日 須恵町外二ケ町清掃施設組合議会事前協議会 古屋議長・村瀨副議長
８日 福岡県監査委員協議会研修（福岡県自治会館） 今長谷監査委員

18日 粕屋南部消防組合議会議会運営委員会 古屋議長
粕屋南部消防組合議会定例会 古屋議長・横山

19日 意見交換会（区長会）の事前打合せ 古屋議長・村瀨副議長・品川
北筑昇華苑組合議会第2回定例会（古賀市役所） 太郎良

20日 くすのきベースSHINオープニングセレモニー 古屋議長・村瀨副議長

21日 須恵町外ニヶ町清掃施設組合議会定例会 古屋議長・村瀨副議長・荒牧
町村議会1期目議員等研修会（福岡県自治会館） 太郎良・門馬・吉本・浦野・崎山

25日 例月現金出納検査（令和７年７月分） 今長谷監査委員
27日 常任・議運委員長・副委員長研修会（福岡国際会議場） 村瀨副議長・栗須・品川・浦野・太郎良・吉本
28日 議員コンプライアンス研修 全議員
29日 第19回広域行政セミナー（博多サンヒルズホテル） 古屋議長

９月

３日 自然環境・新エネルギー特別対策委員会 全議員
広報広聴委員会 品川委員長・浦野副委員長・村瀨・栗須・太郎良・吉本

９
月
定
例
会

３日 開会 全議員
全員協議会 全議員

５日 一般質問 全議員

８日 付託議案審査
総務建設常任委員会

（品川委員長・浦野副委員長・荒牧・村瀨・横山・崎山）
文教厚生常任委員会

（吉本委員長・太郎良副委員長・今長谷・栗須・門馬・古屋議長）
９日～11日 決算審査 全議員

12日 補正予算審査 全議員
16日 補正予算審査 全議員

17日 議会運営委員会 古屋議長・村瀨副議長・品川・栗須・荒牧・今長谷・吉本
採決 全議員

17日 広報広聴委員会 品川委員長・浦野副委員長・村瀨・栗須・太郎良・吉本
篠栗町表彰審査委員会 古屋議長・村瀨副議長・品川・吉本

29日 福岡県介護保険広域連合支部運営委員研修会 古屋議長・荒牧
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旬し
ゅ
ん

花か

衆し
ゅ
う

灯と
う

輝く まちの宝輝く まちの宝

　

食
品
を
中
心
に
様
々
な
物
の

価
格
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
米
不
足
に
よ
る
混
乱
は

記
憶
に
新
し
い
。
新
米
の
流
通

も
始
ま
り
、
以
前
の
様
な
物
が

無
い
状
態
は
解
消
さ
れ
た
様
だ

が
、
依
然
と
し
て
高
値
が
続
い

て
い
る
。

　

私
の
実
家
で
は
、
父
親
が
米

を
作
っ
て
い
る
。
近
所
の
田
ん

ぼ
は
作
り
手
が
無
く
、
父
親
が

代
わ
り
に
作
っ
て
い
る
。
し
か

し
父
親
も
80
歳
を
超
え
、
徐
々

に
作
る
面
積
を
縮
小
し
て
い
る
。

高
齢
の
為
、
作
れ
る
量
に
限
界

を
感
じ
て
い
る
様
だ
。
昨
年
ま

で
父
親
が
作
っ
て
い
た
田
ん
ぼ

が
、
今
年
は
耕
作
放
棄
地
に
な
っ

て
い
る
。
父
親
が
リ
タ
イ
ア
し

た
後
は
、
更
に
放
棄
地
が
増
え

る
と
思
う
。

　

今
回
の
米
騒
動
を
機
に
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
農
政
問
題

や
農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

浦
野　
雅
幸

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

11
／
28
金	

開
会

12
／
4
木	

一
般
質
問

の
予
定
で
す

の
予
定
で
す

篠っ子ふれ・あい広場　観月会篠っ子ふれ・あい広場　観月会
篠栗小校区のみんなでつくる観月会。世代を超えて、心がつながる温かな場となりました。篠栗小校区のみんなでつくる観月会。世代を超えて、心がつながる温かな場となりました。

花火花火

ソーラン節ソーラン節 灯篭灯篭


